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第３章 計画の「理念」「目標」 
 

１ 基本理念（案） 

○子ども・若者は、未来を担う貴重な存在であり、まちに希望を与える宝である。 

○子ども・若者が未来に夢と希望を持てるまちをつくることが、大人の役割である。 

○家庭、地域、関係機関などが連携しながら地域全体で役割を果たし、子ども・若

者支援に取り組まなければならない。 

 

 

 

 

 

 

２ 基本目標（案） 

   ５つの基本目標を掲げて計画を推進します。 

目標１ 子ども・若者自身の力を伸ばし、自信と希望をもって社会を生き抜く力を育

てます 

目標２ チャレンジできる環境を整備します 

目標３ 子ども・若者に直接届く支援をします 

目標４ 子ども・若者を支える家庭を支援します 

目標５ 子ども・若者の成長を支える地域とその担い手が育つ環境を整備します 

 

 

３ 基本的な視点 

本計画の推進するに当たっては、次の●を視点とします。 

 

視点○                          

  

視点○                          

 

視点○                          

 

 

「  ********  」 
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基本的な視点 

基本理念 

子ども・若者自

身 の 力 を 伸 ば

し、自信と希望

を も っ て 社 会

を 生 き 抜 く 力

を育てます 

チ ャ レ ン ジ で

き る 環 境 を 整

備します 

子ども・若者を

支 え る 家 庭 を

支援します 

子ども・若者の

成 長 を 支 え る

地 域 と そ の 担

い 手 が 育 つ 環

境 を 整 備 し ま

す 

居場所づくりへの支援 

体験や交流を通じた自立に必要な

力の育成 

多様な体験活動の推進 

文化芸術活動の推進 

社会参加・参画機会の充実 

困難な状況にある子ども・若者の再

チャレンジを支援 

不登校、いじめ防止対策 

ひきこもりの子ども・若者の支援 

学びなおしへの支援 

新 た なチ ャ レン ジを 目指 す 子ど

も・若者の支援 

学びの機会の確保 

就労支援機関との連携 

チャレンジできる気運の醸成 
関係機関との連携 

各種情報の収集と提供 

子ども・若者に寄り添う相談体制の

整備 

相談体制の充実 

専門機関との連携強化 

学び・暮らしの支援 
学びの機会の確保 

経済的な支援 

困難な状況ごとの支援 
不登校、いじめ防止対策 

ひきこもりの子ども・若者の支援 

障がいのある子ども・若者の支援 

非行防止活動等の推進 

子どもの貧困対策 

やりがいを持って働く力の育成 
キャリア教育の充実 

就労支援機関との連携 

経済的困難を抱える家庭に対する

支援 

経済的な支援 

ひとり親家庭への支援 

専門機関との連携強化 

適切な支援につなぐ相談機能の強

化 

相談体制の充実 

家庭における親育ちを応援 家庭教育支援の充実 

学校・家庭・地域の連携の推進 
地域の人材と資源の活用 

関係機関の連携強化 

自ら学び行動する力の向上 
基礎学力の向上 

読書活動の推進 

学びの機会の確保 

情報・消費環境への対応力の向上 

基本的な生活習慣の向上と健康づ

くりの推進 

生活習慣の向上 

食育の推進 

健康づくり、スポーツ活動の推進 

安全・安心な環境の整備 
地域防犯活動の推進 

有害情報への対応 

要保護児童等への支援の充実 

地域における多様な担い手の発掘 青少年育成活動の担い手となる人

材の発掘 

子ども・若者に

直 接 届 く 支 援

をします 

* 

* 

* 

* 

* 

 

「 
」 

施策の展開（例） 施策の方向 基本目標 


